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2020年3⽉期 連結経営成績

【通期業績の推移】（単位︓億円）

通期 (4-3⽉)
前期⽐増減

2020/3期 2019/3期

売 上 ⾼ 3,116 2,990 +125 +4.2%

売 上 総 利 益 798 732 +66 +9.1%

販 管 費 △537 △525 △11 △2.1%

営 業 利 益 261 206 +55 +26.8%

（営業利益率） （8.4%) （6.9%） （+1.5pt）

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 182 142 +39 +27.7%

受 注 ⾼ 3,156 3,049 +108 +3.5%

受 注 残 ⾼ 2,306 2,266 +41 +1.8%

（単位︓億円）

+125 +55 +39

＜決算のポイント＞
■売上⾼
DX関連案件が堅調に推移したこと
に加え、アウトソーシングサービス
において中⼩型案件が着実に増加し
てしていることなどから増収。

■営業利益
増収効果に加え、サービス領域での
⽣産性改善施策の効果等により売上
総利益が⼤幅増。研究開発費などの
販管費増を吸収し、営業利益は通期
⾒通しを上回る⽔準で着地。

■受注⾼・受注残⾼
第４四半期においてアウトソーシン
グサービスの⻑期⼤型案件の新規受
注を計上したことから受注⾼、受注
残⾼ともに増加。

2

 DX案件の伸⻑とコアビジネスでの収益性向上から増収・増益
 サービス領域での⽣産性改善が進み、利益は⾒通しを上回る着地
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128 108
27 37

366 405

337 328
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19/3期
期末時点

20/3期
期末時点

164 158

22 21

120 140

153 162

274
317

19/3期 20/3期

2020年3⽉期 セグメント別の状況

【ご参考】

（単位︓億円）

受注残⾼
（合計）

＋41
（+1.8%）

2,3062,266

△37

＋70

△3

+9

4Qに
⻑期⼤型
案件を
計上

+15
（+1.4％）

受注残⾼
（年度内売上予定分）

1,1341,119

△20

+40

△7

△9

+10

3,116

システム
サービス

サポート
サービス

アウト
ソーシング

その他
サービス

製品

+69

+14

+5

+40

△4

+20

+44

798

732

△0

△6

+9

⾦融機関向け
新規稼働、
中⼩型案件
積み上げ

DX関連案件
積み上げ

増収効果、
⽣産性向上

2,990

売上⾼

+125
（+4.2％）

売上総利益

+66
（+9.1％）

3

＋2
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519  556 

670  745 

566  566 

880  769 

19/3期 20/3期

51  95 
98 

101 
85 

126 
121 

158 

19/3期 20/3期

2020年3⽉期 注⼒領域の状況
（単位︓億円）

・顧客接点系を中⼼としたDX関連案件が堅調
・QR･バーコード決済における取扱⾼の増加
・エネルギーマネジメント関連ビジネスなどの着実な
拡⼤

・システム更改案件を中⼼に底堅く推移
・⾦融機関向けアウトソーシングサービスの他、
システム運⽤サービスなども堅調に推移

4

注⼒領域 売上⾼ ＩＣＴコア領域 売上⾼

+125

355

2,635

480 

2,636

4Q

3Q

2Q

1Q

4Q

3Q

2Q

1Q ＋37+44

+3

+75
+41

±0
+37

+1

△111

AI関連⼤型機器
販売案件を計上

⼩型機器販売
およびシステム
更改案件が堅調

前年同期は
製品販売

の引合い強め
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2021年3⽉期 通期予想（業績）

（単位︓億円）

5

＊通期予想の内訳は補⾜資料をご覧ください。

 中期経営計画ガイドラインを据え置き
 社会課題の解決に貢献するサービス提供型ビジネスへのシフトにより

収益構造の転換を⽬指す

2020年3⽉期
通期実績

2021年3⽉期
通期予想

2021年3⽉期
中期経営計画
ガイドライン

⾦額 前期⽐ ⾦額 前期⽐ ⾦額

売 上 ⾼ 3,116 +125 +4.2% 3,200 +84 +2.7% 3,200

営 業 利 益 261 +55 +26.8% 260 △1 △0.5%

（営業利益率） （8.4%） （+1.5pt） （8.1%） （△0.3pt） 8%以上

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 182 +39 +27.7% 170 △12 △6.5%
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2,600
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270
355

480
600

18/3期 19/3期 20/3期 21/3期

2021年3⽉期 通期予想（注⼒領域）

+85

+35

注力領域 売上高

（単位︓億円）

ＩＣＴコア領域 売上高

・案件のリスクを慎重に⾒極めつつ、既存システムの
更改需要に対応

・開発⼿法の⾼度化やパートナー企業とも連携した
⽣産性向上施策を継続的に推進

6

予想

*1 *2

*1 18/3期は前中期経営計画での「デジタルイノベーション」「ライフイノベーション」
売上⾼の合計

*2 18/3期は前中期経営計画での「ビジネスICTプラットフォーム」売上⾼

予想

+125

・顧客接点系を中⼼としたDX関連ビジネスの積極展開
・AI/ロボット等の新技術を活⽤した労働⼈⼝減少、感染
症対策のためのリモート作業に対応するサービスの展開

・持続可能なエネルギー社会に向けたエネルギーマネジメ
ントソリューションの提供

(600)
(2600)

+120 +1 △36
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2021年3⽉期 通期予想（配当）

7

103 119 142 182 170

36% 34% 39% 39% 41%

（単位︓円）

当期純利益（億円）

連結配当性向

期末配当
中間配当

 2020年3⽉期︓ 年間配当 70円予定（前期⽐15円増配）
 2021年3⽉期︓ 年間配当 70円予定

【1株当たり配当⾦】
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新型コロナウイルス感染症に対する取り組み
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基本⽅針 〜BCPとして定めている「新型インフルエンザ対策⾏動計画」に準じ対応〜
１）⼈命を最優先とする。
２）国・地⽅⾃治体の指導・勧告に従い、社会全体のパンデミックに対する取り組みに協⼒する。
３）安全を確保した上で、業務の継続・再開を⾏う。但し、社会インフラなどの事業維持が必要なお客様への責務を果たす。

当社グループの対応

在宅勤務の割合 86.1%
緊急事態宣⾔以降での最⼤値（休暇取得者除く）

（※参考 全国27.9% 東京都49.1%）

※パーソル総合研究所「新型コロナウイルス対策によるテレワークへの影響に関する緊急調査」第⼆回調査より

 テレワーク移⾏状況

 当社グループの対策、取り組み
・テレワークへの全⾯移⾏

セキュリティに対応したVPN等のNW環境やファシリティなど、
全員がテレワークできる環境を⽤意

・ビデオ会議などオンライン会議の積極的切替
社内外の打ち合わせ、経営陣のレビュや意思決定まで、
多数の会議をオンライン会議へ切替

・全社員の体調や勤務場所のリアルタイムの把握
感染症リスクの拡⼤を防ぐため、Webシステムを活⽤し、
社員及び社員家族の体調や安否を⽇々モニタリング

 ある社員のテレワークの⼀⽇

勤務場所割合

テレワーク 本社・⽀店
客先 その他

安否確認
報告テレワーク

開始

社内定例
会議

資料作成
部内共有

昼⾷

お客さまとの
打ち合わせ調整
（事前資料共有
/会議招集） 契約書作成、

照査依頼
Eラーニング

研修

勤怠管理

経費精算

業務
終了
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新型コロナウイルス感染症に対する取り組み
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お客様、社会に向けた取り組み

当社グループがお客様、お取引様、社会の安⼼・安全の確保と業務の継続に貢献できるよう、
さまざまな取り組みを実施しています。

 テレワーク活⽤に向けた積極的⽀援

 テレワーク以外の⽀援施策

 災害ネットの無償提供
 Kimaticke（電⼦チケットサービス）の無償提供

※記載の会社名及び商品名は、各社の商標または登録商標です

テレワークで活⽤できるサービス群の
無償提供等の施策を実施

 助成⾦申請⽀援サービス
※クラウドPBX「uniConnect Cloud」

の導⼊オプション として

 Microsoft Office365
 Wrap
 AirTriq
 Box、等

3⽉初旬より各種サービスの無償提供の
ご案内を開始

Ex.
即座にテレワーク環境の実現が可能な
クラウド型ネットワークサービス「Wrap」では、
多数の問い合わせを頂き、各社導⼊に向け⽀援中

申込総数︓36社 ※無償提供の追加実施決定
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中期経営計画 の取り組み3

新型コロナウイルス感染症に対する取り組み2
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中期経営計画（ Foresight in sight 2020 ）の⽅針

12

注⼒領域の「事業活動」を通じて、顧客課題の背景にある社会課題を解決
することで、持続的成⻑サイクルを実現し、サステナブルな企業となる。
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中期経営計画の取り組み
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スマートな暮らしに向けて
レジリエントな社会への貢献
持続可能なエネルギー社会

戦略投資
⾵⼟改⾰
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中期経営計画の取り組み

デジタル空間を活⽤した安全でスマートな社会の実現

スマートな暮らしに向けて
ネオバンク

アセット
ガーディアン

デジタル
アクセラレーション

コンビニ

⾦融

決済サービス

ALIPAY、WeChatPay
楽天Pay、LINE Pay

ｄ払い、PayPay
HappyGO、Bitcoin、

SmartCode

銀⾏

事例
「Doreming
保険販売サービス」

オープンAPI公開基盤

消費者

スマートタウン

デジタル
マーケティング

事例
キャナルペイメントサービス、
JCBが提供するSmartCodeの
指定ネットワークセンターとして事業を拡⼤

⼩売店

保険

事例
営業店窓⼝業務⽀援システム
「SmileBranch®」導⼊拡⼤

事例
バリューカード事業事例

デジタルコード事業

事例
購買連動キャンペーンプラットフォーム
「スマートキャンペーン®」
メーカーキャンペーンを会員サイトや
スマホアプリに配信

®

®

キャッシュレスの進展・多様化

取扱数順調に拡⼤
楽天市場に出店し、販域拡⼤

【導⼊住宅メーカーブランド】 ※2020年4⽉末時点
へーベルハウス、ジブンハウス、前正ホーム、⼟屋ホーム、
新昭和ウィザース東関東、クレバリーホーム、ウッドフレンズ、
トヨタホーム愛知、エステージ、⽇本ハウス

価値交換基盤『doreca™』

企業・事業者

キャッシュレスをつなぐ
デジタルマネー基盤

14

VR・デジタル空間を使ったスマートな社会
～住宅展示場の在り方の変化～
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中期経営計画の取り組み

アセット
ガーディアン

設備管理

事例
設備点検サービス「まるっと点検™」
ビル・マンション管理会社向けに提供開始

実証
戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）
「AI（⼈⼯知能）ホスピタルによる⾼度診断・治療システム」

⾃然災害や疫病に強いレジリエントな社会に
向けた仕組み、環境づくり

レジリエントな社会への貢献
ネオバンク

スマートタウン

場所にとらわれない
リモート中心の働き方
の広がり

企業・オフィス

テレワーク

人の移動に頼らない仕組みづくり 正しい情報の把握・
情報の見える化

AI Service

医療

運輸・エネルギー

事例
「災害ネット」無償提供開始

事例
働き⽅改⾰⽀援サービス
「ConnectedWork ® 」提供開始
テレワーク全社展開⽀援サービス販売開始

【リモートワークを⽀える仕組み】
・O365等のコラボレーションツール
・シンクラ、仮想デスクトップ
・クラウド、ネットワークセキュリティ

デジタル技術を
活⽤した情報管理
の仕組み

国・⾃治体
⾦融・製造業

15

デジタル
アクセラレーション

事例
クラウド型映像監視サービス
「スマートユニサイト® 」

事例
「MUDENモニタリングサービス™ 」提供開始
空間認識プラットフォーム「BRaVS Library ® 」
「BRaVS Platform ® 」販売開始

現場に行かずに
状況確認・判断ができる

仕組み
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中期経営計画の取り組み

持続可能なエネルギー社会
スマートタウン

アセット
ガーディアン

持続可能なエネルギーの拡⼤と
電⼒設備を⽀えるインフラメンテナンスへの貢献

P2P

エネルギービジネス・クラウドサービス事業

16

事例
⾮FIT⾮化⽯電源に係る認定業務

実証
⾮化⽯証書トラッキング
FIT⾮化⽯価値取引市場において取引される
証書の属性情報を明らかにするトラッキングスキームを実証

実証 東北電⼒
ドローンを活⽤した⽕⼒発電所
における設備点検の⾃動化

事例
再⽣可能エネルギー発電事業者向け
再⽣可能エネルギー稼働監視システム

実証
JAXAの衛星データを活⽤した
再⽣可能エネルギー発電量予測

実証 関⻄電⼒
バーチャルパワープラント
構築実証事業参画

HEMS MEMS BEMS
BEMS

アグリゲータ 新電⼒
向け

発電所設備
監視保全

電⼒会社
向け

実証 関⻄電⼒
環境価値の売買価格決定を含む
ブロックチェーン技術を活⽤した環境価値取引

実証 関⻄電⼒、東京⼤学、三菱東京UFJ銀⾏
電⼒売買価格の決定を含む
ブロックチェーン技術を活⽤した電⼒直接取引の実証

電力設備を支えるメンテナンス

エネルギーマネジメント・クラウドサービス事業

実証 東京電⼒
送電鉄塔の傾きの遠隔監視

⽔⼒発電所

太陽光発電所

VPP事業者
リソース

アグリゲータ

⾼圧⼀括受電
事業者

発電
事業者

電⼒会社
新電⼒
電⼒⼩売
事業者

Enability ®シリーズ
・卒FIT/PPA事業対応

新電⼒向け顧客管理/料⾦計算サービス
・暮らしのまとめ請求サービス

発電所

非化石価値取引市場の普及拡大

デジタル
アクセラレーション

ネオバンク
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中期経営計画の取り組み

戦略投資

17

投資戦略

VCファンド スタート
アップ

⽇本ユニシスからの出資

CVCからの出資

 ネストエッグ
 LTE-X
 ETCMS
 ココペリ、等

 JAFCOファンド
 リアルテックファンド
 Scrum Ventures Fund Ⅲ
 NSV Wolf Capital
 SV-Fintech

VCファンドおよびスタートアップへの投資と伴⾛を通じて
お客様およびスタートアップとのオープンイノベーションを活性化

⽇本ユニシスからの出資

※Scrum Ventures 社：⽶サンフランシスコを拠点にアーリーステージの
スタートアップへの投資と⼤企業のオープンイノベーション⽀援を⾏う

※NSV Wolf Capital：⽶⾦融系ファンド・オブ・ファンズ
※SV-Fintech：⽇⽶Fintech育成ファンド

CVCからの出資

出資先はグループ合計で14ファンド、40社超に拡大 スマート
ライフ
&教育

スマート
ワーク

働き⽅改⾰

セールス
&マーケ
ティング

観光&
リテール

遊休資産
活⽤先端技術

テレワークに伴う
オンライン化の流れにより
新たな需要が創出
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中期経営計画の取り組み
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⾵⼟改⾰

⾃ら価値を創造し、
ビジネスエコシステムをデザインする⼒を⾼めるために

働き⽅改⾰
◉ 残業メリハリ活動 100％達成
◉ 年休取得率 80%以上達成

エンゲージメント
スコア向上

Diversity
Foresight ®

Management
Foresight ®

Workstyle Foresight ®

働き⽅改⾰ 組織・⼈財改⾰

ダイバーシティ推進

業務プロセス・制度改⾰

Human Resource
Foresight TM

戦略⼈事改⾰

ダイバーシティ推進の取組
◉ ⼥性のエンパワーメント原則「WEPs」への賛同

※Womenʼs Empowerment Principles

表彰・認定

新規事業創出や社会課題解決の
チャレンジの場への積極的参加

⾃律型社員の
増加
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（注意）
本資料における将来予想に関する記述は、現時点での⼊⼿可能な情報による判断および仮定に基づいております。
実際の結果は、リスクや不確定要素の変動および経済情勢等の変化により、予想と異なる可能性があり、当社グループとして、
その確実性を保証するものではありません。
また、これらの情報は、今後予告なしに変更されることがあります。
本資料は投資判断のご参考となる情報の提供を⽬的としたもので、投資勧誘を⽬的として作成したものではありません。
本資料利⽤の結果⽣じたいかなる損害についても、当社は⼀切責任を負いません。

本資料に記載の会社名、商品名および商標は、各社の商標または登録商標です。


